
図3　Ａ児：ロイロノートでのワークシート「今のわたし」

図4　Ａ児：ロイロノートでのワークシート「理想のわたし」

図5　Ａ児：ロイロノートでの振り返りワークシート1
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2．Ａ児の変容

　活動を通じてＡ児にはいくつかの変容が見られた。その 1つとして，活動の後半，具体的には 5・6回目の授業

の中で，自らを褒める発言が出てきたことが挙げられる。ストーリーのアイデアを出す際の，「もう，どんどん

出てきてしまう」といった発言や，作品作りに対して，「オチ考えるの得意なんです，僕。これ自慢なんですけど，

自分の。先に伏線考えて，オチ考えて，始まり，設定，キャラクター考えてするんです」，「うまく僕が考えたと

ころは，(作品内容 )…とっさに思いついた自分を褒めたいです」といった発言があった。活動が順調に進んでい

るという確信が得られ，安心したからこそ，まわりに遠慮をせずに発せられた言葉であったと考えられる。また，

5・6 回目の授業では，主体的に活動に取り組んでいることがうかがえる行動が見られるようになった。事前学習

〜作品作りに取りかかり始めた段階では，自ら進んで文字を入力することはなく，筆者がＡ児の発言を聞き取り，

入力する形で授業を進めいた。しかし，5回目以降の授業や自宅での作業においては，周囲から促されることなく，

自らタブレットを開き，進んで文字を入力する姿が見られた。キーボードを用いた文字入力に抵抗があった理由

の一つとして，「かな入力」や「ローマ字入力」を難しく感じていることが，本人とのやり取りの中で判明したが，

5 回目の授業前日に，本人および保護者から，スマートフォンではフリック入力機能を使用してスムーズに文字

が打てているので，タブレットでも同じことができないかと問い合わせがあった。翌日には，Ａ児自身から改め

てタブレットでフリック入力をしたいことに加え，アプリケーション内で記述していた文章が消えてしまった時

の対処法という具体的な作業を想定した質問があった。フリック入力については，キーボードを変更する設定方

法を伝え，また，アプリケーション上での作業に関しては，入力した文章をコピーしてメモ機能にペーストする

ことでバックアップができる方法を説明すると，画面をよく覗き込みながら，操作を覚えようとする様子を見せ

た。さらに，筆者に自分で操作して確かめることを提案されると，自らタブレットを手に取り，数回操作を行い

ながら確認する姿が見られた。

　Ａ児は活動終了後の感想文の中で，アナログの手法と比べて，書き方について「書きやすかった」，アイデア

の浮かび方について「浮かびやすかった」，自分の気持ちを作品に込めることについて「変わらない」，またタブ

レット (ICT)で作品作りをしてみたいかについて「はい」を選択した (図 6,7)。また，Ａ児は活動終了後 1 カ月以

上が経過した後も小説の本編を書き続けており，作品を知り合いの大学生に読んでもらうなど，高い創作意欲を

保ちながら取り組んでいる。現在は，AIを使用せずに自分で全ての文章を入力している。このことについてＡ児

は，AIは創作に行き詰まった段階で使用すればよいという考えに至ったと述べており，状況に応じてアプリケー

ションを主体的に選択する姿が見られた。

　またＡ児の作品作りには，多くの人やモノが関わっていた。担任や学年の教員がＡ児の活動に関心を持って応

援し，家庭においても，家族が創作活動に励むＡ児をサポートするために，自宅で一緒にアプリケーションを操

作したり，タブレット端末の設定を調べたりしていた。さらに，保護者は物語の作り方ついて書かれた書籍を用

意し，Ａ児がその書籍を通学カバンに入れて大切に持ち歩いているということがあった。展示を行った際は，Ａ

児は保護者とともに来場していた。来場時，筆者は不在であったが，感想を投稿できるフォームに，保護者と思

われる人物から，「こんな文章を書けるのか！とびっくりしています。深層に深く潜っているのだと思っていま

したが，その中にも本人の興味と，先生のサポートがあれば内なる感情が作品へと表現ができるのだなと感じま

した。自分の楽しみから出発する。それを数年かけて生活してきましたが，こういう風に見られるとは嬉しい限

りです」といった感想が送られていた。Ａ児の作品の一部を図8に示す。
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図6　Ａ児：ロイロノートでの振り返りワークシート2 図7　Ａ児：ロイロノートでの振り返りワークシート3

図8　Ａ児の作品 (一部抜粋 )

Ⅳ．考察

　調査の結果，ICTを用いた創作活動を通して，Ａ児に対するエンパワーメントがもたらされた。Ａ児は，ロイ

ロノート上のワークシート「今のわたし」，「理想のわたし」で見られる記述からも分かるように，自己評価が低く，

自身の意見を述べることに対して消極的な面を有していた。こうした背景には，障害特性に関連して，言葉や態

度での自己発信が控えめであることが要因となり，筆者を含む周辺の人びとも，Ａ児の考えや思いに十分触れる

ことができていなかったと考えられる。しかしながら，調査を開始してから，Ａ児の行動や態度にはいくつかの

変容が見られた。以下，Ａ児を例にあげ，変容につながった要因について，障害の生起と周囲の関わりという観

点から考察を行う。

1．Ａ児の変容につながった要因に関する検討

　短編小説の作成に取り組んだＡ児は，小説制作ができるAIアプリケーションの利用を開始して以降，創作に関
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する意欲がにわかに高まった。「人見知り」，「遠慮してしまう」，「言いたいことをきっぱり言えない」(図 3,4)と
自らを分析したＡ児にとって，対人ではなく対アプリケーションという関係性は，相手に気を遣うことなく作品

作りに集中できる環境因子の 1 つとして，創作意欲の向上に作用したと考えられる。小説を書くことは，長年Ａ

児が挑戦したいと考えてきたことの一つであったが，これまで実際の行動に移すことはなかった。Ａ児は，自ら

考案した複数の作品アイデアを有しており，そのどれもが，ストーリー構成やキャラクター名，重要なセリフや

伏線に至るまで，長い時間をかけて詳細に考えられたものであった。さらに，現在もなおストーリーを考え続け

ていることがＡ児との会話の中で明らかになっているが，そうした膨大なアイデアは，これまで対外的に表現さ

れることなく，頭の中にとどまっていた。その要因としては，内面にあるイメージを正確な文章に起こしていく

作業の難しさや，文字を書くことに対するネガティブなイメージが影響していた可能性が考えられる。本研究で

は，アプリケーションが文章の提案を行うこと，タブレット端末を使用することで文字を手書きする必要がない

こと，また，困った時は授業時間に筆者へ確認しながら制作を進められることなど，Ａ児にとって不安を軽減す

るいくつかの環境が用意されていた。こうした環境により，正確に文章を書かなければいけないプレッシャーや，

困った時に誰に相談していいか分からない不安が取り払われ，Ａ児は作品作りに熱中することができたと考えら

れる。

2．障害の生起と周囲の関わりについての検討

　今回の ICTを用いた創作活動を通じて，Ａ児にエンパワーメントがもたらされる過程には，本人と ICT機器と

いう二項関係にとどまらない多様な関わりが存在していた。Ａ児はICTを活用することによって，これまで文書

作成に対して感じていた複数のバリアを取り払うことに成功し，作品を完成させることができた。しかし，この

成果も，Ａ児と ICTのみの閉じた関係性であったならば，現在に至るまで創作活動が継続するほどのエンパワー

メントはもたらされなかったと考えられる。Ａ児の活動を取り巻く背景には，タブレット端末が学校でも自宅で

も操作できる環境があり，授業の中で筆者から一対一でタブレット操作の説明を受けられる機会があり，さらに，

創作活動を応援し，小説の参考となる書籍を与える家族の存在があった。このような多くの関わりの結果として，

Ａ児は作品を完成させることができたといえる。これらの状況は，ICFにおける，「環境因子」および「個人因

子」の変化によって，生活機能の 3 階層 (心身機能･構造，活動，参加 )が向上している状態と同義である。また，

その後も作品を褒めてくれる身近な人びとがあらわれ，展示会という発表の場があり，新しいアプリケーション

との出会いもあるなど，Ａ児を取り巻くさまざまな現象が連鎖的に生じていた。こうした経験や遭遇を通じてＡ

児の創作意欲はより一層高まりを見せ，ICT機器を使用できる状況下では，文章を書くことが苦手なことではな

くなっていったと考えられる。Näslund & Gardelli(2013)は，ICTを利用したことによる知的障害者の能力の変

容について，ANT(アクターネットワーク理論 (注 5) )を用いて説明し，関係する全てのアクター (参加者，ICT，
周りのスタッフなど )が相互に重要であることを強調した。本研究においても，Ａ児がエンパワーメントされて

いく過程には，タブレット端末やアプリケーションといった ICTの要素に加え，連関し合った様々な人やツール，

すなわち多様なアクターの存在があり，それら全てがＡ児へのエンパワーメントに関して重要な役割を担ったと

考えられる。そのことは，対象者と ICTとの二項関係だけではなく周囲との関わりによって障害のある人がとり

わけエンパワーメントされているという点において，林原 (2021)や竹内・中邑 (2010)の研究結果とも一致して

いる。障害のある人に対して，周囲の人びとが何の期待や要求も抱かなければ，そうした態度や振る舞いが当事

者にとって自己実現的な予言となり，その人が受動的になることを強化してしまう (Näslund & Gardelli, 2013)。
知的障害のある児童生徒たちが受動的であるとされる原因を，彼らの障害や環境，文化といった特定の要因のみ

に直接的に還元するのではなく，彼らと多くのアクターとの相互作用の中で，受け身な姿が再 -生起していると

考えることが重要である。

Ⅴ．まとめと今後の課題

　調査の結果，ICTを用いた創作活動を通じて，Ａ児に対するエンパワーメントがもたらされるさまが明らかに
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なった。また，創作活動に取り組んだ他 4 名の生徒も，期日内に作品を完成させ，展示会に出展することができ

た。生徒たちは，筆者が予想していたよりもはるかに高い集中力を発揮し，それぞれのスタイルで創作活動に熱

中した。Ａ児のように毎日の登校が難しく，活動日に参加することが困難な生徒もいたが，本研究の活動の中心

は，それぞれがタブレット端末を用いて好ましいペースで作業を進めることにあったため，生徒たちは授業から

取り残される感覚がなく，登校日や体調に合わせて，自身のタイミングで活動を行うことができていたと考えら

れる。入院などの理由により通学が困難な子どもたちに対してICT活用が指導の充実につながること (文部科学

省 , 2021)と併せて，本研究の対象となった生徒たちのように，不登校だったり，教室に入ることに不安を感じて

いたりする子どもたちへの支援の一つとして効果的な取り組みとなりうることが示唆された。

　本研究において，タブレット端末やアプリケーションは，生徒たちが本来持つ力をより一層発揮させるツール

として，その有用性の高さが示された。ICTを活用することで，Ａ児は自身の思いをより鮮明に表現し，これま

でよりも力強く，明確に他者へ自己発信することが可能となった。くわえて，Ａ児が活動の中でエンパワーメン

トされていく姿は，筆者を含む周囲の人びとに対して，彼の能力を再評価する機会を提供し，よりよい作品への

期待感を抱かせる効果をもたらした。「こんなことができるなんて」という驚嘆の言葉には，どこかで「彼らに

はできないと思っていた」という否定的な予測が内包されている。障害や特性，もしくは社会や文化など特定の

要素に原因を見出し，「できないだろう」と予見・判断することは，彼らの能力を引き出す機会の芽を摘むこと

につながりかねない。本研究を通して，ICTの存在が生徒の本来持つ力を引き出したことにくわえて，彼らを取

り巻くあらゆる関わり合い，すなわち関係性の網の目に着目することが，主体性をさらに引き出す循環を生み出

すことが明らかになった。

　残された課題として，ICT活用がもたらすエンパワーメントについて，より継続的かつ徹底的な調査を通して，

さらに信頼性の高い知見を得ることが求められる。本調査は，約一ヵ月という限られた期間に，6 名という限定

的な人数の生徒を対象として実施されたものであり，また，筆者の記録に基づく解釈を中心とした考察であるた

め，主観的な要素が含まれていることは否定できない。今後は，長期的な授業計画の元で検証を行うことが必要

だと考えられる。

　テクノロジーに関する進歩は目を見張るものがあり，今後も教育現場には次々と新技術が導入されていくこと

が予想される。それにともなって，変化し続ける ICTを取り巻く教育環境について，その活用の可能性と効果を

継続的に調査し，検証する必要がある。また，テクノロジーの進化に応じて，教員・生徒の双方に，より高度な

情報リテラシーが求められることが予測される。特別支援教育の現場においてICT活用が一層進む中で，特別な

支援を必要とする子どもたちに対し，どのように高度な情報リテラシーを育んでいくかという点も，今後の重要

な課題である。

注釈

(注1)Second Life：Linden Lab社が提供する3DCGで構成されたメタバース (仮想空間 )。自身のアバターを作成

し，さまざまなバーチャル体験やコミュニティに参加することができる。

(注 2)ロイロノート・スクール：株式会社LoiLoが提供する授業支援のためのクラウドサービス。画面上にノー

トが作成できるほか，資料の配布や課題の提出，テスト機能などがある。

(注 3)生徒用のロイロノート画面は，授業ごとに区切られており，「ノート」と呼ばれる新しいページを作成し，

その中でたくさんの「カード」を配置したり，画像やWEBページへのリンクを設定したりすることができ

る。特定のカードを拡大表示して，その中に新たなカードを入れ子状に配置することもでき，その場合の

土台となるカードをここでは大きなカードと呼ぶ。

(注 4)AIのべりすと：Sta氏が提供する小説作成アプリ。数行の書き出しを入力すると，AI(人工知能 )が自然な

日本語で文章の続きを自動生成する。

(注 5)ANT(アクターネットワーク理論 )：ラトゥールらが提唱した社会科学におけるアプローチの一つ。人間だ

けではなく，人間以外の存在 (本研究におけるタブレット端末やアプリケーションなど )も役割をはたす一

つのアクターとして正当に評価することを目指す立場。
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